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年

頭

の

あ

い

さ

つ

佐
井
村
長

渡

辺

幸

定

村
民
の
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
事
多
端
で
あ
り
ま
し
た
昭
和
四
十

五
年
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
幸
い
に
大
過
な
く
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。過
去
一
年
の
村
政
運
営
の
実
態
を
検

討
い
た
し
ま
し
て
、
今
さ
ら
な
が
ら
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
諸
問
題
は
大
方
終
局
か
見

ま
し
た
が
、
多
少
今
後
に
残
さ
れ
る
面

の
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
は
水
害
の

救
済
の
問
題
、
米
の
問
題
、
道
路
の
問

題
、
大
佐
井
橋
の
問
題
等
々
に
誠
に
深

刻
な
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
フ
こ
の
で

完
結

ま
で
に
は
尚

安
易
な
気
持

は
許

さ
れ
な
い
も
の
と
思

っ
て

い
ま
す
。

新

た
に
迎
え
た
昭
和
四
十
六

年

は
、
過

去
の
経
験
を
生

か
し

て
新

時
代

に
即
応
す
る
我
が
村

の
ビ
ジ

Ｅ
ン
を
精
密
に
画

が
き

こ
れ

を
着
実

に
実

施
し
て
、
村

民
皆

さ
ん
の
よ
り
大
き
い
幸
せ

の
為
め
に
最
大
の
努
力
を
捧
げ

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
理
念
に
基

ず
い
て
、
先
づ
、
第
一
に
于
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
情
報
化
時

代
に
即
応
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
施
設

と
思
い
ま
す
。

我
が
村
が
他
地
方
に
比
し
て
、
最
も

遅
れ
て
い
る
の
は
情
報
集
収
機
能
で
あ

り
ま
す
。
電
報
電
話
の
利
用
す
ら
極
め

て
不
便
な
漁
業
部
落
が
五
部
落
も
あ
り

ま
す
。
重
要
産
業
で
あ
る
漁
業
に
と
っ

て
最
も
大
事
な
も
の
は
天
候
の
状
態
、

漁
況
の
状
態
、
販
売
市
場
の
状
態
を
一

刻
も
早
く
知
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
役
割
を
果
た
す
も
の
は
情

報
セ
ン
タ
ー
で
す
。
何
を
お
い
て
も
こ

れ
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

謹
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ま
す

。

第
二

に
は
、
生

産
物
を
出

来
る
だ
け

敏

速
確
実
に
市
場
へ
送

る
輸

送
機
関

を

整

備
す
る
こ
と
で
す

。
こ
れ
に
は
車
と

船

が
大
切
な
役
割
を
持

ち
ま
す
。
そ
こ

で
、
関
係
機
関

で
あ
る
漁
業
協
同

組
合

、

農

業
協
同
組
合

、
商
工

会

、
佐
井

村
及

び

各
船
舶
会
社
が
一
体

と
な
っ
て
、
大
き

く
活
動

す
る
体
勢
を
作

る
こ
と
で
す
。

第
三

に
は
、
単
に
産
業

面
ば

か
り
で

は
な
く
、
一
般
社
会
開
発

の
向
上
の
為

に
道
路
整
備
、か
喫
緊

の
急
務
だ
と
思

い

ま
す
。
そ
れ
に

は
国

の
奥

地

産

業

開

発

道
路
計
画
、
県

の
地

方
道
計
画
、
国

有
林

の
計
画
、
村
の
計
画

を
緊

密
な
連

関

の
も
と
に
、
最
大

の
機

能
を
発
揮

す

る
よ
う
最
も
合
理
的

な
整
備

を
す
る
こ

と
で
す
。

第
四

に
は
、
百
年

の
大

計
と
し
て
忘

れ
て
は
な

ら
な

い
教

育
の
問
題
で
す

。

申
す
ま
で
も
な
く
、
凡

て
の
発
展
向

上

の
も
と
は
教
育
で

す
。
残
念
な
が

ら

我

が
村

に

は
定
時
制

高
校

す
ら
あ
り
ま

せ
ん
。
僅

か
に
通
信

教
育

で
満

足
し
な

げ
れ
ば
な
ら
な

い
実
状

で
す
。
せ

め
て

技
術
本
意
の
各
種
学
校
で

も
考
え
て

お

り
ま
す
。

以

上
は
、
新
年

を
迎
え

る
に
当

っ
て

の
構
想
の
一
端
で
す

が
、
実
現

に
幾
多

の
困
難
と
問
題

が
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
村
民
皆
さ

ん
の
御
協

力
を
切
に
希

望

い
た
し
ま
す

。

最
後
に
村
の
発
展

と
皆
さ
ん
の
御
多

幸
を
お
祈
り
し
て
筆

を
擱
き

ま
す
。

年

頭

の

あ

い

さ

つ

佐
井
村
議
会
議
長

川

畑

徳

次

郎

新
年

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

多

端
な
年
で
あ

っ
た
昭
和
四
五
年

も

静

か
に
暮
れ
、
こ
こ

に
輝

か
し

く
新
し

い
昭

和
四

六
年

の
朝
を
迎
え

、
す
が
す

が
し

い
心
で
新
年
の
感
激

を
か
み
し

め

て
お
り
ま
す
。

さ
て
い
よ
い
よ

Ｉ
、

九
七

一
年

で
あ

る
今
年

こ
そ

は
、
佐
井
村

一
大
躍
進
の

年

で
あ
る
様
に
祈
り

た
い

。

第
四
種

佐
井

漁
港
の
工
事

の
進
行
と

共

に
、
村

民
待
望
の
函
館
、

佐
井

間
の

カ
ー
フ
ェ
リ

ー
の
就
航

、
佐
井

、
平
館

間

の
フ
ェ
リ

ー
の
問
題

等
、
そ
し

て
遠

距

離
通
学
の
児
竜
生
徒

に
対

し
て
の
ス

ク
ー
ル
。（

ス
の
運
行
、

ま
た
上
磯

部
蓚

へ

の
定
期
バ
ス

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
行

の
利
用
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
年
は
特

に
佐
井
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

世
紀
的
な
性
格
を
お
び
て
浮
び

上
り
つ
つ
あ
る
佐
井
村
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
あ
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
詳
し

く
知
ら
な
い
の
で

あ
り
ま

す

が
、
鉄
筋
Ｊ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
あ
る
こ
と
に
は
ほ
ぼ
間
違

い
無

さ
そ
う
で
あ
り
ま
す

。
佐
井
村

地

域
開
発

の
囗
的
に
は
、
道
路

は
勿

論
の

事

、
生

活
環
境
整
備
施
設

及
び
生

産
基

盤
の
整

備
、
観
光
資
源
の
開
発

、
社
会

教
育
の
振

興
及
び
郷
土
文
化

の
保
存

等

々
數
え

き
れ
な
い
程

の
目
的

か
お

る
こ

と
で
あ

り
ま
す
。
我
、か
村

に
は
、
な
ぜ

こ
う
し

た
施
設

が
何
故
必
要

か
は
論
を

待

た
な
い
が
、
一
一
月

か
ら
荒

れ
、

一

二
月

か
ら
は
山

々
が
雪
と
な
り

、
翌
年

の
三
月
末

迄
雪
と
海
の
大
時
代

に
埋
れ

る
。
そ
こ
で
、
都
市
時
代

に
ふ
さ
わ
し

い
村

造
り
の
季
節

が
到
来

す
る
。
こ
れ

は
夢
か
も
知
れ
な

い
が
、
凖

、か
現
実

の

も
の
と
な
る
世
な
の
で

す
。
佐
井
村

山

村

開
発

セ
ン

タ
ー
の
建
設

は
そ
れ
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
セ
ン
タ
ー
実
現
こ
そ

鄒
市
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な

る
事
を
お
祈
り
し
て
や
ま
な
い
。
こ
の

輝
か
し
い
希
望
を
村
民
の
皆
さ
ん
の
深

い
愛
情
を
も
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
る
事
を
信
じ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

末
筆
乍
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
今
年
こ

そ
は
最
良
の
年
で
あ
る
様
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

年

頭

の

あ

い

さ

つ

佐
井
村
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
奕
々
長
藤

田

貞

雄

昭

和
四

六
年

の
新
谷
を
迎
え

る
に
あ

た
り
、
納
税

者
の
皆

さ
ん
に
謹
ん
で
新

年

の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す

。

本
連
合
会

も
、
年

を
重

ね
る
に
つ

れ

て
、
次
第

に
発

展
さ
れ
て
き

た
こ

と
は

陰

の
力

と
な
っ
て
貴
重
な
時
日
を
投
じ

て
、

組
合

運
営

の
た
め
努
力
さ
れ
て

い

る
単
位

組
合
長
以
下

役
員
の
皆
さ

ん
方

に
は
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す

る
も

の
で
あ
り

ま
す
。

今
年
度

も
納
税
貯

蓄
組
合
本
来
の

使

命
を
達
成

す
る
点

に
つ
い
て
、
組
合
員

各

々
が
租
税

に
関

す
る
真
の
理
解
を
得

る
こ

と
が
最

も
肝
要

な
こ
と
と
考
え

る

も
の
で
あ

り
ま
す
。
日
頃
納
税
額

に
見

合

っ
た
掛
金
、
即

ち
貯
蓄

を
し

、
納
期
内

に
完
納
す
る
観
念
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
組
合
内
部
に
お

い
て
お
互
匸

心
を
通
わ
し
、
思
い
を
相

通
じ
て
協
力
し
、
和
合
を
よ
り
一
層
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
自
体
の
納
税
成

績
の
み
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
地
方

自
治
体
の
現
況
を
認
識
し
、
研
究
し
た

な
ら
ば
、
明
る
く
立
派
な
納
税
組
合
を

築
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま

す
。こ
こ
に
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

租
税
の
重
要
性
に
思
い
を
い
た
し
、
今

後
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
斗
を
お
祈
り

串
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す

。



ｊ投票はあなブこがずる政治です

３１日

青
森
県
知

事

選
挙

投
票
は
記
号
式
で
す

昭
和
四
六
年
二
月
二

斤
目
に
任
期
満
了
と
な

る
知
事
選
挙
は
一
月
三

一
目
に
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
選
挙
は
前
回
（

四
二
年
）
の
選
挙
か
ら

記
号
式
投
票
制
度
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
投
票
用
紙
に

あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の

氏
名
を
印

刷
し
て

お

き
、
選
挙
人
は
、
投
票

し
よ
う
と
す
る
候
補
者

の
上
欄
に
、
○
印
の
ス

タ
ン
プ
を
一
つ
押
せ
ば

よ
い
の
で
す
。
○
印
の

木
印
や
、
ス
タ
ン
プ
台

汪
投
票
記
載
所
に
備
え

つ
け
て
あ
り
ま
す
。

○
棄
権
の
多
い
知
事

選
挙

残
念
な

こ
と
で

す

が
、
各
種
の
選
挙
の
う

ち
で
も
、
知
事
選
挙
の

投
票
率

は
極

め
て
低

卜
の
で
す
。
し

か

も
、
選
挙

の
回

を
爪
ね
る
ご
と
に
こ

の

傾
向

は
目
立

ち
、
青
森
県
下
の
前
回

の

投
票
率

は
僅

か
五
七
％

で
し
た
。

一
〇

〇
人
中
四
三
人

が
投

票
し

て
い
な

い
こ

と
に
な
り
ま
す

。
（

当
村

の
場
合

は
七

九
・
八
％

）

「

自
分

一
人
位

い
は
投
票
し
な
く
て

も
」
と
い
う
人

ま
か
せ
の
考
え
方
を
も

っ
て
い

る
人
、か
以
外

に
多
い
の
で
す

。

○

一
月
は
県

政
を
考
え
る
月

知
事
違
挙

の
告
示

は
、
一
月
六
日
で

す
。
投
票
日
ま

で
二

五
目
あ
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中

は
、
テ

レ

ビ
に
よ
る
政
見

放
送
、
立
会
演

説
会

、
毎
戸

に
配
付
さ

れ
る
選
挙
公
報

な
ど
に
よ
っ
て
、
候
補

者
の
政
策

が
発
表

さ
れ
ま
す
。
こ

の
際

私
た
ち

は
、
知

事
を
選
ぶ
主
権
者
と
し

て
、
今
後

の
県
政
そ

の
も
の
を
じ

っ
く

り
考
え
て
み

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い

ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
投
票
日
ま
で

に

各
家
庭

に
お
い
て

も
、
県
政

が
当
面
し

て
い
る
問
題

に
つ
い
て
、
候
補
者
の
政

策

を
足
が

か
り

と
し

て
「

話
し
あ
い
」

の
場

を
も
っ
て
み

る
べ
き
で

す
。

○
生
活
に
む
す
び
つ
く
選
挙

県
政
の
施
策
は
、
市
町
村
行
政
に
結

す
び
っ
き
、
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
生
活

と
直
接
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
だ
け

に
、
知
事
選
挙
は
人
ま
か
せ
で
は
す
ま

さ
れ
な
い
の
で
す
。

○
不
在
者
投
票
制
度
の
活
用

投
票
当
口
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で

き
な
い
見
込
み
の
大
は
、
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
在

者
投
票
は
投
票
当
日
に
や
か
を
得
な
い

用
務
で
、
村
の
区
域
外
に
出
る
人
、
投

票
日
の
前
後
に
出
産
を
予
定
さ
れ
て
い

る
人
、
県
が
指
定
す
る
病
院
等
に
入
院

中
の
人
達
が
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ら
の
理
由

に
該
当
す
る
大
は
、
ど
う
ぞ
不
在
者
投

票
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
に
よ
る

報
道

次
の
日
程
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報

道
機
関
、か
報
道
し
ま
す
。

△
テ
レ
ビ

一
月
十
七
日
「
県
政
の
窓
」
対
談
放

送
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
、
午
前
八
時
四
五
分
～

九

時
）
こ
の

ほ
か
一
月
二
十

一
日

か

ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
Ｒ
Ａ
Ｂ
で

お
し

ら
せ
の

時

間
で
放
送
し
ま
す

。

△

ラ
ジ

オ

一
月

十
六
目
、
同
三
十

日
「

県
広
報

タ
イ

ム
」
（
午
前
七

時
五
〇

分
～
八

時
）

▽

浙
問

一
月
六
目
付
朝
刊
「
私

た
ち
の
暮
ら

し

と
県
政
」
（
東
奥

目
報
社
）

立

会
演
説
会

一
月

十
三

日
午
後
六

時
（

む
っ
市
立

第
二
小
学
校
）

○

投
・
開
票
時
間

と
投
・
開
票
所

大

佐
井

、
青
年
研

修
所

瑤
古

佐
井

、

農

協
倉
庫
ｅ

原
田

、
佐
井

漁
協
原
田

玄

隋
・

川
目
、
佐
井
小
川

目
分

校
ｅ

矢

越
青
年
会
館
瑤
磯
谷
磯

山
寺
・

（

午

前
七
時

か
ら
午
後
六

時
）
長
後
、

ふ

中
学
校
ｅ

福
浦

、

集
会
所
ｅ

牛

滝

、
小

中
学
校
一

野
平

、
婦

人

ホ
ー

ム
●
（
午
前
七
時

か
ら
午
後
四

時
）

開

票
所
、
青
年
研
修
所
（
午

後
七
時

半

の
予
定
）

一
月
三

一
日

の
投
票

囗
に
は
選
挙
人

の
一
人
一
人
が
す
す

ん
で

自
覚
あ
る
選

挙

権
を
行
使
す

る
よ
う

に
し

た
い
も
の

で
す

。
今の月納税

村

県

民

税

四

期

国

保

税

四

期

納

期

限
二

月

三

一

日

人 男 ２，４９７人

女 ２，６０２人

口 計 ５，０９９人

１，０９町世帯

（４５．１２．１現在）

今

月

の

行

事

一
月

一

日

名
刺
交
換
会

一
月

三

日

消

防
団
出
初
式

一
月

四

日

御

用
始

一
月

六

日

失

保
認
定
日

一
月

一
五

目

成
人
式

税金などの払込は下信へ

税金などの払込は役場までわざ

わざおいでにならなくても、下信

へ納額告知書を持参すれば納入で

きます。



解

説晨

業

者

年

金

年
金
は
い
く
ら
も
ら
え
る
か

剛
ど
ん
な
年
金
が
も
ら
え
る
か
を
み

て
人
ま
し
ょ
う
。
次
の
図
を
み
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
図
の
斜
線
の
部
分
（
Ａ
お
よ
び

Ｂ
）
が
経
営
径
賺
年
金
で
、
網
の
目
の

部
分
Ｃ
が
農
業
者
老
齢
年
金
で
す
。
白

の
部
分
（
Ｄ
お
よ
び
Ｅ
）
は
国
民
年
金

の
所
得
比
例
給
付
と
定
額

給
付

で
す

が
、
こ
れ
も
六
五
歳
か
ら
給
付
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
経
営
移
譲
し
た
人
は
、
六

五
歳
か
ら
は
Ｅ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
Ｂ
の
四
階

建
て
の
年
金
を
も
ら
い
、
経
営
移
譲
し

な
か
っ
た
人
は
Ｅ
・
Ｄ
・
Ｃ
の
三
階
建

て
の
年
金
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

㈲
年
金

の
額

で
す
が
、
下

の
表

に
よ

り
、

大
ま
か
な
給
付
月
額

は
お
わ
か
り

と
思

い
ま
す
が
、
も
う
少
し

く
わ
し
く

み
て
お
き
ま
し

ょ
う

。

閇

経
営
移
譲
年
金

は
六
〇

歳
か
ら
六

五

歳
に
な
る
ま
で

と
、
六
五

歳
以

降
の

二

本
建
と
た

っ
て

お
り
、
①

六
〇

歳

か

ら
六
五
歳
に
な

る
ま
で

の
分

は
、
八
百

円

に
保
険
料
納
付

済
月
数

を
乗
じ

た
額

で
す
。

（

例
、
八
〇
〇
円

×
二
四
〇

月
（

二
〇

年
）
ａ

四
八
、
〇
〇
〇
円
（

年
額
）
・：

月
額

に
し
て
四
、
〇
〇

〇
円
）

こ

の
例
の
よ
う
に
、
農
業

者
年

金
の

最

低
資

格
期
間
二

〇
年

の
人

、か
、
六
〇

歳

で
経
営
移
譲
す
れ

ば
、
経
営
移

譲
年

金
一
六
、
〇
〇
〇
円
（
月
額

）
Ａ
の
給

付
が
は
じ

ま
り
、

そ
し
て
、
そ
の
人

が

六
五
歳

に
な
る
と
国
民

年
金
の
定
額
給

付
九
、
六
〇
〇
円

Ｅ
（

こ
の
表

の
※
印

の
説
明

の
よ
う

に

Ｉ
〇

年
分

プ
ラ

ス
）

と
、
圜
所
得
比

例
給
付
三
、
六
〇
〇
円

Ｄ
（
こ

れ
は
農
業

者
年
金
と
同
時
発
足

で
二
〇

年
金
、

そ
れ

に
経

営
移

譲
の

有
無

に
か
か
わ
ら
ず
給
付
さ

れ
る
農
業

者
老
齢
年

金
四

、
〇
〇
〇

円
ｃ

お
よ
び

こ
れ

ま
で
受

け
て
き

た
経
営
移

譲
年
金

の

一
割

、
六
〇
〇
円

Ｂ

の
合

計
月

額

一
八
、
八
〇
〇
円
か
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

六
五
歳
に
な
っ
て
も
経
営
移
譲
し
な

か
っ
た
人
は
、
経
営
移
譲
給
付
の
Ｉ
割

に
相
当
す
る
『

六
〇
〇
円
か
お
り
ま

せ
ん
か
ら
月
額
一
七
、
二
〇
〇
円
の
給

付
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
の
年
金
は
経
営
移
譲
の
促
進
を
政
策

目
標
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
経
営
移
譲

し
た
人
に
は
と
く
に
有
利
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
経
営
移
譲
し
な
か
っ
た
人

に
対
し
て
も
保
険
料
の
掛
け
す
て
に
な

ら
な
い
よ
う
自
分
の
納
め
た
保
険
料
と

利
息
が
返
っ
て
く
る
仕
く
み
が
と
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
六
五
歳
か
ら
経

営
移
譲
し
な
く
て
も
給
付
さ
れ
る
農
業

者
老
齢
年
金
に
あ
た
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
額
は
、
将
来
国
民
の

生
活
水
準
等
に
合
わ
せ
て
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ

か
ら
年
金
が
も
ら
え

る
か

印

経
営
移

譲
年
金
…
…
曲天
業
者
年

金

に
加

入
し
て
、
二
〇

年
間
保

険
料

を
納

め
た
人
（

最
低
資
格
期
間

を
満

た
し
た

人

）
が
、
自
分
の
農
業

経
営
後
継
者
に

譲
っ
た
り
、
第
三
者

の
規
模
拡

大
に
役

立

つ
よ
う
に
移
譲

し
た
場
合
に
は
経
営

移

譲
年
金

が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま

す
。こ

の
場
合

の
経
営
移
譲

と
は
、
農
地

の
所

有
権

を
移
転

す
る
だ
け
で

な
く

、

第
三
者

に
対
し
て

は
長
期
時
間
（
一
〇

ヵ
年
ぐ

ら
い
）
貸
し
付
げ

る
も

の
で

も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。
な
お
、

経

営
移

譲
は
、
自
分
の
経
営
農

地
等
の

全
部
（
三
〇

ア

ー
ル
以
上
）

と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
第
三
者
移

譲
に
限

っ
て

、
一
〇

ア

ー
ル
程
度

の
自
留

地
を

残
し
て
お
い
て
も

よ
い
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金

は
、
（

ア
）

六
〇

歳

ま
で
に
経
営
移
譲
し

た
と
き

は
六
〇

歳

か
ら
、
（

イ
）
六
〇
寇

か
ら
六
五
歳
に

な
る
ま
で
の
聞

に
経
営
移

譲
し
た
と
き

は
モ

の
時
点

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付

が

は
じ
ま
り
ま
す

。

師
農
業
者
老
齢
年

金
…
…
乙（

○

歇

に

な
る
ま
で
二
〇
年
以
上
保

険
料
を
納

め

て
き
た
者
が
六
五
歳

に
な
っ
て

も
経
営

移

譲
を
し
な

か
っ
た
場
合

お
よ
び
、
す

で
に
経
営
移
譲
年
金

を
受

け
て
い
る
者

に
六
五
歳

か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り

経
営
移
譲

の
有
無

を
間

わ
ず
六
五
歳

に
な

っ
た

ら
も
ら
え

る
年

金
で
す

。

（注）（ ）内は経営移譲しなかった人
※ 国民年金定額給付は、３Ｇ年発足のため、加入期間に旧年分を加えて計算
されている。定額金は、２５年拠出（最低資格期間）で月額 ８，〔ｍｏ円、３０
年で９，６００円、３５年で１１，２００円、祁年で１２，８００円となるｏ
〔算式〕（納付月数×３２０円）＝給付年額



㈲
脱
退
、
死
亡

一
時
金
…
…
一一一
年
以

上

保
険
料
を
納

め
た
加
入
者

が
途
中
で

脱
退

し
た
り
、
死
亡
し

た
場
合
に
は
納

め
た
保
険
料

以
上
の

一
時

金
が
も
ら
え

ま
す
。

発
足
時

の
有
利

な
取
り
扱
い

こ
二
石

、
ち
ょ
っ
と
気

に
か
か
る
こ

と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は

こ
の
年

金
が

二
〇
年

を
最

低
資
格
期
間

と
す

る
と
い

う

こ
と
に
な
る
と
、
現

在
す
で

に
四

五

歳

や
五
〇

歳
の
人
は
ど
う
な

る
か
と
い

う
こ

と
で

す
。

こ
の
点

に
つ
て
は
、
農
業
者
年

金
で

は
制
度

発
足
当
初
の
高
齢
者

に
つ
い
て

は
経
過

拑
置
が

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
制
度
発
足

時
（
昭

和
四

六
年

一
月
一
目
現
在

）
二
二
六
歳
を
こ
え

る
者
は
五
年

か
ら
一

九
年

を
も

っ
て
最

低
資
格
期
間
と
す

る
特

例
、か
七
う
け

ら

れ
て

お
り
、
五
〇
歳

を
こ
え

る
者
は
、

五
年
間
保
険
料
を
納
め
れ
ば
よ
卜
こ
と

に
な
り
、
四
九
歳
を
こ
え
、
五
〇
歳
を

こ
え
な
い
者
は
六
年
と
い
う
よ
う
に
、

順
次
最
低
資
格
期
間
が
長
く
な
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
年
金
額
は

五
年
間
の
拠
出
で
普
通
の
年
金
の
Ｉ
〇

年
拠
出
分
、
一
〇
年
拠
出
で
一
三
年
拠

出
分
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
有
利
な
仕

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
い
く
ら
か

最
後
に
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

は
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
結

論
か
ら
い
い
ま
す
と
加
入
者
の
当
初
保

険
料
は
月
額
七
五
〇
円
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
場
合
は
、
経
営
移
譲

年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
給
付
に
要
す

る
費
用
の
三
分
の
一
を
給
付
時
（
将
来

年
金
を
も
ら
う
時
点
）
に
国
で
負
担
す

る
ほ
か
、
当
分
の
間
、
毎
月
一
人
当
九

旦

三
一
一
円
の
国
庫
負
担
が

っ

き

ま

す
。
こ
れ
ら
を
合
せ
る
と
四
二
澎
と
い

う
他
の
公
的
年
金
に
み
ら
れ
ぬ
高
率
の

国
庫
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
手
厚

い
国
の
補
助
と
加
入
者
の
保
険
料
と
で

年
金
財
政
が
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

農
地
等
の
買
入
れ
、
売
渡
し
も
行
う

基
金
は
、
離
農
希
望
者
の
農
地
等
の

買
入
れ
、
売
渡
し
お
よ
び
融
資
も
行
な

い
ま
す
。

旧
買
入
れ
…
…
年
金
の
被
保
険
者
そ

の
他
の
離
農
希
望
者
の
農
地
等
（
付
帯

施
設
を
含
む
）
を
買
入
れ
る
こ
と
が
で

ぎ
ま
す
。
そ
の
場
合
の
農
地
等
は
農
芙

振
興
地
域
整
備
法
の
農
用
地
区
域
内
に

あ
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
売
渡
し
…
…
そ
の
買
入
れ
た
農
地

等
は
経
営
規
模
拡
大
、
農
地

の

集
団

化
、
そ
の
他
農
地
保
有
の
合
理
化
に
役

立
つ
よ
う
被
保
険
者
等
に
売
り
渡
さ
れ

ま
す
。
㈲
融
資
…
…
離
農
希
望
者
か
ら
農
地

等
を
買
う
者
に
対
し
て
は
、
四
六
年
度

か
ら
長
期
低
利
の
資
金
貸
付
け
を
す
る

よ
う
準
備
中
で
被
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
こ
と
で
、
他
の
制
度
金
融
よ
り
一

層
有
利
に
な
る
は
ず
で
す
。

離
農
給
付
金
と
は

離
農
給
付
金
は
農
業
者
年
金
を
補
完

す
る
も
の
で
、
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
五
五
歳
以
上
の
老
齢
経
営
主
や
、
加

入
資
格
の
な
い
（
任
意
脱
退
を
含
め
て

匸
零
緇
経
営
主
等
が
、
そ
の
農
地
の
全

部
（
一
〇
ア
ー
ル
程
度
の
自
留
地
は
認

め
る
）
を
匚
疋
の
要
件
で
処
分
し
て
離

農
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
要
件
は
、
①
売
り
渡
す
所
有
農

地
の
面
積
が
三
〇
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。
②
売
り
渡
し
の
相
手
は
農
業
者

年
金
の
被
保
険
者
や
農
地
保
有
合
理
化

法
人
、
基
金
等
に
限
り
、
後
継
者
へ
の

売
り
渡
し
は
認
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

給
付
金
の
額
は
、
五
五
歳
以
上
の
者

で
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は

三
五
万
円
、
そ
れ
以
外
の
者
に
は
一
五

万
で
す
。

も
つ
と
高
い
年
金
が
ほ
し
い

そ

の

よ

う

な

人

は

所
得
比
例
年
金
に
加
入
し
よ
う

加
入
で
き
る
人

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
、
現
在

保
険
料
（
掛
げ
金
）
を
納
め
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
希
望
加
入

で

き

ま

す
。し
た
が
っ
て
、
免
除
を
う
け
て
い
る

人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業

者
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
こ
の
所
得

比
例
年
金
に
加
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
（
昭
和
四
十
六
年
一
月
か
ら

実
施
。
）

保
険
料
（
掛
け

金
）

は

加
入
し
た
月
か
ら
月
額
三
五
〇
円
で

す
。
定
額
分
の
保
険
料
を
納
め
て
い
な

け
れ
ば
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
所
得
比
例
年
金
に
加
大
し
た
人
の

保
険
料
は
１
ヵ
月
八
〇
〇
円
（
定
額
分

四
五
〇
円
十
比
例
分
三
五
〇
円
）
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
け

る
年
金
と
そ
の
額

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
及
殃
死

亡
一
時
金
で
す
。

老
齢
年
金
の
額
は
次
の
よ
う
に
計
算

さ
れ
ま
す
。

Ｔ
八
〇
円
×
納
付
し
た
月
数

〔
計
算

例
〕

二
五
年
（
三
〇
〇

月
）
納
付
し

た
場

合④
比
例
分

一
回

Ξ
×
回
Ｏ
Ｘ
Ｉ
＝
５
４「
０
呂
玉

（

誼
魁
ふ
ふ
呂
田
）

○

定
題
分

い
回

Ξ
×
い
呂

づて

ふ
？
呂
つ
Ξ

（
泣
信
？

呂
口
回
）

四

合
計
し

か
老

齢
年

金
額

一
回

と
巨

田
（

泣
信
一
ド
Ｊ
目

Ξ
）

⑤
死
亡

一
時
金
の
額
は
五
、
〇
〇
〇
円

か
ら
二
六
、
〇
〇
〇
円

で
す

。

Ｏ

加
入

申
込

は
、
昭

和
四
十
五
年
十
月

一
目

か
ら
役

場
（
二
番

窓
口
）
で
受
け

付
け
し
て

お
り
ま
す
。



正

し

い
判

断

を
μ
‥

第
卮

佐
中
三

島

野

真

理
子

先
口
、
道
徳
の
時
間
に
先
生
か
ら
「

い
ま
ま
で
に
、
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る

人
を
見
て
も
、
注
意
で
き
な
か
っ
た
経

験
は
な
い
か
？
」

と
質
問
さ
れ

ま

し

た
。
私
は
、
質
問
さ
れ
た
と
き
思
い
あ

た
る
こ
と
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
思
い
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

″
廊
下
を
平
気
で
走
っ
て
い
る
人
を

見
て
も
汪
意
せ
ず
に
通
り
す
ぎ
た
り
″

″
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
人
を
見
て
も
、

か
ば
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
″
で
も
、
決
し
て
い
い
と
思
っ
て

こ
ん
な
状
態
を
と
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
は

「
ど
ん
な
強
い
人
で
も
、
思
い
切
っ
て

や
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ
ん

な
こ
と
を
自
分
自
身
で
、
決
心
し
て
う

れ
し
く
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
も
、

い
ざ
行
動
と
な
る
と
、
囗
か
ら
は
言
葉

が
で
す
、
手
足
が
い
う
こ
と
を
き
か
ず

心
ば
か
り
が
あ
せ
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
も
「
強
い
人
に
味
方
す
れ
ば
、
自

分
は
や
ら
れ
ず
に
す
む
。
」
こ
ん
な
考

え
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
の
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
は

い
く
ら
頑
張
っ
て
み
て
も
、
囗
言
言
う

だ
け
。
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
、
そ
し
て
、
「
な
ん
て
情
け
な

い
ん
だ
ろ
う
、
こ
ん
ど
こ
そ
は
必
ず
。

」
と
思
っ
て
も
、
実
際
に
は
思
っ
た
こ

と
の
半
分
も
実
行
で
き
な
い
。
こ
ん
な

こ
と
の
く
り
か
え
し
で
す
。

み
な
さ
ん
だ
っ
て
、
こ
ん
な
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
え
、
な
い
と
思
っ

て
い
る
大
で
も
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば

思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
私
達
の
学
校
で
は

″
三
正
運

動
″
つ
ま
り
、
正
し
い
歩
行
、
正
し
い

言
葉
、
正
し
い
あ
い
さ
つ
と
い
う
校
内

生
活
の
基
本
と
な
る
運
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
に
、
個
人
カ
ー
ド
と
い
う
方
法
を

使
っ
て
い
ま
す
。

三
止
運
動
を
や
ぶ
っ
た
も
の
は
そ
の

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い
き
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
集
計
し
て
、
違
反
率
の
一
番
多
い

ク
ラ
ス
は
Ｉ
週
間
の
あ
と
朝
会
で
反
省

し
ま
す
。
そ
の
せ
い
で
、
一
学
期
の
末

に
は
ど
こ
の
と
こ
ろ
も
違
反
率
が
少
な

く
、
み
ん
な
も
大
部
意
識
し
て
守
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
学
期
に

な
っ
て
、
再
び
始
め
た
ら
、
今
度
は
走

っ
て
い
る
大
を
見
て
も
注
意
せ
ず
、
そ

し
て
自
分
か
走
る
。
で
も
、
あ
と
の
人

礼
注
意
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
調
子
で

す
。
そ
れ
も
特
に
強
そ
う
な
自
分
は
歯

も

た
た
な
い
よ
う
な
人

に
は
、
見

な
い

ふ
り

を
す
る
人
さ
え
あ
り
ま

す
。

自
分

で
ど
ん
な
こ
と

を
し

て
い
る
の

か
も
考
え
ず
、
正

し

い
判
断

も
せ
ず
に

自
分

を
弱

い
と
思

い
、

つ
い
強

い
人
の

味

方
を
し
て

い
る
。

そ
の

た
め
自
分

の
考

え
を
（

″
キ
リ

せ
ず

に
、

い
い
な
り
に
な

っ

て

し

ま

つ
ま
り
、
自
分

に
責
任

を
も
て
ず

に
他

人

に
た
よ

っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

そ
し
て
そ

の
理

由
を

″
み
ん
な
で
や

っ
て

い
る
か
ら

″
と
か

″
自
分
だ
け
で

は
な

い
″
と

い
っ
て
、
自
分
の
責
任

か

ら
逃
げ

よ
う
と
し

ま
す
。

さ
て
み

な
さ
ん
、
こ
れ
で

は
ど
ん
な

方
法

を
と
っ
て
も
決
し
て
良
く
な

る
も

の
で

は
あ
り

ま
せ
ん
。
結
局

は
、

一
人

一
人
の
気
持

ち
の
も
ち
方

に
か
か
っ
て

い
る
の
で
す

か
ら
、
そ
の
一
人
一
人

の

私
達

に
か
け

て
い
る
も
の
は
、
正

し

い

判
断
で

は
な
い
で
し

ょ
う

か
。

「

今
、
自
分

は
ど
う

す
べ

き

な

の

か
。
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
そ

れ
を

率
直

に
行
動

す
る
こ
と
、か
で
き

る
強

い

心

の
判
断
で

は
な
い
で
し

ょ
う

か
。
そ

う
し

た
判
断

が
私

達
に
あ

っ
て

は
じ

め

て
間
違

っ
た
行
動

を
大
き
く
し
な

い
う

ち

に
、
だ
れ
か

が
注
意
し

、
う
ち
と
け

る

こ
と

が
で
き

は
し

な
い
で
し

ょ
う

か
。

近
頃

は
朝
会

で
よ
く
先
生
方

か
ら
注

意

さ
れ

た
り

、
た
ま
に

は
校
長
先
生

か

ら
も
い
わ
れ
た
り
、
そ
し

て
こ

の
間

は

、

持

ち
物
検
査

ま
で
も
し
ま
し

た
。
そ
し

て
不
用
物

は
前

に
出
さ
れ
、
男
子

の
帽

子

も
検
査

さ
れ
ま
し

た
。
ま

た
、
教
室

へ

き
て

も

″
名
札

の
つ
い
て

い
な

い
も

の
″

″
帽
章

の
つ

い
て

い
な
い
も
の
″

と
、
い
ろ

い
ろ

と
調

べ
ら
れ
ま
し

た
。

こ

の
よ
う
な
検
査

は
一
度

だ
け
で

し

た
、か
、
先
生

方

か
ら

は
何
度

右
い
か
れ

て

い
ま
す
。

土
足

と

か
、
買

い
食

い
と
か
、
ズ

″

ク
、か
い
な
く
な

っ
た
こ

と
に
つ
い
て
と

か
。
最

近
の
校
内
生
活

は
、
こ
ん
な
こ

と
が
す

ご
く
目
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
本
当

は
ち

ょ
っ
と
気

を
つ
け

る
と
な

お
る
よ
う
な
こ
と
は
、

先
生

方

に
い
わ

れ
る
ま
で
も
な
く
、
私

達
の
手
で
、
心
で
自
主
的

に
な

お
し
て

ゆ
く
べ
き

も
の
で
は
な
い
で

し

ょ

う

か
。そ
の

た
め
に
は
、
強
く

、
よ
く
考
え
、

そ
し
て
「

ど
う
す
べ
き

か
」

と
い
う
判

断
を

は
っ
き

り
出

し
て
、
そ
れ

に
基

づ

い
た
行
動

を
と
る
こ
と
、か
大
事

に
な
っ

て
く

る
で
し

ょ
う
。

そ

の
判
断

が
い
つ
も
正
し
く
出

せ
る

よ
う
に
た
っ
た
ら
「

自
分
だ
け
で

は
な

い
。
」

と
い
う
無
責
任
な
こ

と
は
な
く

な
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
正
し

い
判
断

力

が
一
人

一
人

の
心

の
中

に
う

ま
れ
た
な

ら
規
律

の
な

い
校
内
、

の
び
の
び
と
し

た
学
校

に
生

ま
れ

か
わ
り

に
し

な

い
で

し

ょ
う

か
。

さ
あ
み
な
さ
ん
、
私
達

一
人
一
人
の

心
の
中

に
正

し

い
判
断

を
七

ち
ま
し

ょ

・
‐
－
－
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
１
１
１
く
くｒ
、ぐ
くｒヽ
ぐ
ぐ
く
ぐ
く
Ｉ
Ｑ

戸

籍

の

窓

口
捏

月

図
日

現

在

っ

お
誕

生

お

め
で

と

う

若

山

昭

宏

（

重

禊

）

古

佐

井

っ

ご
結

婚

お

め
で

と

う

（

渡

部

進

（

大

畑

町

）

中

村

せ

い
于

（

古

佐

井

）

（

高

潮

滋

眷

（

熊

本

市

）

石

戸

生

子

（

古

佐

井

）

田

中

彰

男

（

福

浦

）

（

長

内

和

于

（

青

森

市

）

鳴

海

萬

長

（

む

っ

市

）

（

館

脇

イ

サ
子

（

古

佐

井

）

市

川

弘

（

八

戸

市

ぐ

（

大

堀

洋

子

（

古

佐

井

）

菊

池

敬

三

郎

（

大

畑

町

）

（

能

登

昭

子

（

古

佐

井

）

辻

順

平

（

大

佐

井

）

（

田

中

き

み

え

（

福

浦

）

坪

谷

照

一

（

犬

佐

井

）

（

坪

谷

は

っ

（

大

佐
井

）

緇

谷

信

義

（
明

野

町

）

（

田

中

り

よ

（

牛

滝

）

・

ご
逝

去

お
く

や
み

中

し

ま

す

。

紀

伊

忠

美

（

古

佐

井

）

福

田

富

三

郎

（

矢

越

）

泉

田

秀

蔵

（

古

佐

井

）

大

坂

こ

と

（

古

佐

井

）

編

集

後

記

「

一
年
の
計

は
元

旦
に
あ
り
」
と
中

し
ま
す

が
、
皆
さ

ん
も
本
年

の
計
画
を

お
だ
て
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

今
年

は

″
選
挙

に
あ
け
、
選
挙

に
く

れ
る
年

″
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
一
月

三

一
目
の
知
事
選
挙

を
皮

切

り

に

県

議

、
村

議
、
村
長
、
参
議

院
選
挙
、か
執

行
さ
れ
ま
す
。

選
挙
は
よ
く
人

を
悪

く
す
る
と
も
言

わ

れ
ま
す
、か
、
選
挙

ほ
ど
私
達

住
民

の

意
見

が
村

辛
県
・
国
の
政
治

に
反

映
さ

れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
年

早

々

か
ら

″
買
耿
々

″
賄
賂
〃

な

ど

選

挙

違
反

に
始
ま

っ
て

は

″
人
間

″
と
い
う

高
等
動

物
、か
他
の
動
物
？

に
わ
ら
わ
れ

は
し

な
い
で
し

ょ
う

か
。

「
投

票
し
た
く
な

い
」
「

投
票

し
な

い
」
と
い
う
人
は
議
員

云
々
、
政

治
云

々
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
く

な
り

は
し

ま
せ
ん
で
し

ょ
う

か
。

お
互

い
自
分
の
考
え

を
ま
げ
る
こ
と

な
く
、
一
九
七
一
年
を
明

る
く
ス

タ
ー

ト
し
た
い
も
の
で
す

。
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